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地球温暖化対策に関する市民意識等の調査結果について 

 

 

1. 市民意識等の調査について 

地球温暖化対策に関する市民の認識や行動等を把握するため、これまでに以下の調査を実施して

いる。 

 

(1) 「仙台市環境基本計画（杜の都環境プラン）」中間評価のための市民意識調査 

目的 杜の都環境プランに掲げる定量目標の達成状況等を把握する 

実施時期 平成 27年 6 月 30 日～7月 15 日 

調査対象 20 歳以上の市民 3,000 人 

調査方法 郵送 

回収数 955（回収率 31.8%） 

 

(2) 平成 28 年度市政モニターアンケート「エネルギーや地球温暖化に関する意識や取り組みの

調査」 

目的 
市民のエネルギーや地球温暖化に対する認識・行動等を具体

的に把握し、計画を推進するうえで参考にする 

実施時期 平成 28年 11 月 23 日～12 月 6 日 

調査対象 市政モニター200 人 

調査方法 郵送、インターネット 

回収数 187（回収率 93.5%） 

 

2. 調査結果 

(1)市民意識調査、(2)市政モニターアンケートのそれぞれの調査について、地球温暖化対策に関

連する設問と結果の概要を示す。 

 

(1) 市民意識調査 

① 回答者 

資料 2-2 

31.6% 

43.5% 

24.9% 

性別 

男性 

女性 

無回答 

7.1% 

12.3% 

17.5% 

17.7% 

22.2% 

22.9% 

0.3% 
年齢 

20才代 

30才代 

40才代 

50才代 

60才代 

70才代以上 

無回答 
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② 「環境に配慮した行動を行っていますか。」に対し「常にしている」と回答した人の割合 

 平成 20 年度の調査と比較し、車を購入する際は環境にやさしいものを選ぶ、自宅に太

陽光発電パネルや太陽熱温水器を設置する、自宅を断熱性の高い設計にするなどの項目

が増加しており、技術の進歩・普及が市民の環境配慮行動に影響しているものと考えら

れる。 

 

 

③ 「今後仙台市がどのような環境政策・施策を展開していったらよいと考えますか。」 

（5つまでの複数回答） 

 再生可能エネルギー利用の普及、公共交通体系の充実、街なかの緑化、ごみの減量、環

境教育・学習の推進などの施策を進めるべきとの意見が多い。 

 

31.2% 

6.2% 

32.9% 

48.8% 

35.6% 
17.9% 

21.8% 

32.4% 

41.2% 

22.4% 

21.8% 

34.7% 

29.7% 
48.3% 

60.8% 

41.0% 

47.3% 

26.0% 

3.5% 

24.7% 

42.3% 

32.3% 

17.2% 

26.7% 

31.9% 

38.8% 

18.4% 

25.6% 

33.6% 

28.0% 

50.8% 

60.3% 

46.2% 

44.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

30)自宅を断熱性の高い設計にする 

29)自宅に太陽光発電パネルや太陽熱温水器を設置する 

28)車を購入する際は、環境にやさしいものを選ぶ 

27)車の空ぶかしや急発進・急加速を止める 

26)駐停車の際は、エンジンをかけっぱなしにしない 

25)近くへの外出にはマイカーを使用しない 

24)食料品を買う際は、地元でとれたものや旬のものを選ぶ 

10)家具などは修理して、長く使う 

9)テレビなどの家電製品を買い替える時は省エネタイプを選ぶ 

8)照明の白熱灯を電球型蛍光灯やLED照明に替える 

7)夜間はテレビなどの待機電力を切る 

6)冷蔵庫の開け閉めの時間を少なくする・回数を減らす 

5)風呂の追い炊きはできるだけしないようにする 

4)冷暖房の設定温度を必要以上に高くしたり低くしたりしない 

3)不要な照明、使っていない部屋の照明をこまめに消す 

2)風呂の残り湯は、洗濯や掃除などに使用する 

1)歯磨き、洗顔などのとき水を出しっぱなしにしない 

H20

H27
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④ 「今後、温室効果ガスの排出量を減らすために、どのような取り組みを実施するのがよい

と考えますか。」（3つまでの複数回答） 

 公共交通機関の利用促進などの交通に係る対策、自宅や事業所の省エネルギー対策、再

生可能エネルギーの普及対策、森林保全などの吸収源対策などの意見が多い。 

 

 

  



4 

(2) 市政モニターアンケート 

① 回答者 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 省エネルギーへの意識、取り組み 

○ 「家庭における省エネに関心がありますか。」 

 家庭における省エネへの関心は高いことがわかる。 

 

 

○ 「家庭において、費用をあまりかけずに行える行動（ソフト）面での省エネを行ってい

ますか。」 

○ 「家庭において、機会を捉え費用をかけて行う設備（ハード）面での省エネを行ってい

ますか。」 

 行動（ソフト）面での取り組みに比べ、設備（ハード）面での取り組みは低めの傾向に

あり、分野によっても差が見られる。 

 

60% 

34% 

4% 

0% 
2% 

省エネ関心 

1.関心がある 

2.やや関心がある 

3.あまり関心がない 

4.関心がない 

無回答 

67.9% 

64.2% 

51.9% 

43.9% 

86.1% 

27.8% 

22.5% 

23.0% 

26.2% 

11.2% 

3.2% 

11.8% 

23.5% 

28.3% 

1.1% 

(1)暖房の省エネ行動 

(2)給湯の省エネ行動 

(3)冷房の省エネ行動 

(4)家電製品の省エネ行動 

(5)照明の省エネ行動 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行動面での省エネ 

1.行っている 

2.時々行う 

3.行っていない 

無回答 

32% 

68% 

性別 

1.男性 

2.女性 

1% 

13% 

18% 

21% 
15% 

16% 

16% 

年齢 

1.10代 

2.20代 

3.30代 

4.40代 

5.50代 

6.60代 

7.70代以上 
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○ 「省エネに取り組む理由は何ですか。」 

 取り組む理由は「3.経済的メリットがあるから」が最も多く、次いで「1.地球温暖化対

策」が多い。 

 

 

③ 再生可能エネルギー等（創エネ・蓄エネ等）への意識、取り組み 

○ 「再生可能エネルギー等に関心がありますか。」 

 家庭における省エネと同様に再エネ等への関心も高いことがわかる。 

 

 

 

 

33.2% 

23.5% 

27.8% 

35.3% 

51.9% 

8.6% 

5.9% 

9.6% 

18.7% 

28.3% 

56.1% 

69.0% 

61.0% 

44.4% 

18.7% 

(1)暖房設備対策 

(2)給湯設備対策 

(3)冷房設備対策 

(4)家電製品設備対策 

(5)照明設備対策 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設備面での省エネ 

1.行っている 

2.行う予定 

3.予定無し 

無回答 

12% 

0% 

80% 

1% 

6% 
1% 

0% 

取り組む理由 

1.地球温暖化対策 

2.化石燃料枯渇の懸念 

3.経済的メリットがあるか

ら 
4.周囲が行っているから 

5.なんとなく習慣 

6.お店にすすめられたから 

33% 

52% 

11% 
3% 

1% 
再エネ等関心 

1.関心がある 

2.やや関心がある 

3.あまり関心がない 

4.関心がない 

無回答 
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○ 「自宅で再生可能エネルギー等を導入していますか。」 

 自宅への導入状況は、(1)太陽光発電 6.4%、(3)家庭用燃料電池（エネファーム）2.1%

の順となった。 

 

 

○ 「再生可能エネルギー等の導入の理由は何ですか。」 

 導入の理由は「2.経済的メリット」が最も多く、H24 調査と比較すると、「1.環境にや

さしいから」、「3.災害・停電対策」が大きく減少している。 

 

 

④ 地球温暖化に関する認識 

○ 「あなたにとって、地球温暖化は身近な問題だと思いますか。」 

 「1.身近な問題である」と「2.ある程度は身近である」を合わせると 93%となった。仙

台でも平均気温の上昇や大雨の頻度や強度の増加が見られており、多くの方が身近な問

題として捉えていることが伺える。 

 

6.4% 

2.1% 

2.7% 

2.7% 

25.7% 

13.4% 

12.3% 

18.2% 

8.0% 

1.1% 

63.1% 

82.4% 

84.0% 

77.0% 

88.8% 

32.1% 

(1) 太陽光発電 

(2) 太陽熱 

(3) エネファーム 

(4) 家庭用蓄電池 

(5) V2H

(6) その他 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

再エネ等の導入状況 1.導入済 

2.導入予定 

3.導入したいが

課題がある 

4.導入予定無し 

無回答 

14% 

65% 

7% 

0% 

14% 

再エネ等導入理由 

1.環境負荷低減 

2.経済的メリット 

3.災害・停電対策 

4.事業者や近所のつき

あい 

5.その他 

48% 

45% 

4% 2% 1% 

地球温暖化身近さ 

1.身近な問題である 

2.ある程度は身近である 

3.あまり身近ではない 

4.自分には無関係である 

無回答 
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○ 「地球温暖化対策は、原因となる温室効果ガスの排出量を減らすだけでなく、避けられ

ない影響への対応も並行して進めるべきとされていることを知っていましたか。」 

 いわゆる適応策（不可避影響への対応）について、「1.具体的に知っていた」と「2.聞

いたことがあった」を合わせて 65%となり、多くの市民が適応についての認識を持って

いることが伺えた。 

 

 

○ 「地球温暖化による影響のうち、仙台において心配だと思うものはどれですか。」 

（2つまでの複数回答） 

 影響のうち最も心配な分野は「3.自然災害」であった。 

 

17% 

48% 

35% 

0% 

適応認識 

1.具体的に知っていた 

2.聞いたことがあった 

3.知らなかった 

無回答 

21.9% 

38.5% 

61.5% 

23.0% 

35.3% 

1.1% 

1.6% 

1.農業（水稲の品質低下など） 

2.自然生態系（生息適地変化など） 

3.自然災害（洪水、地すべりなど） 

4.健康（熱中症患者数増加など） 

5.生活影響（ヒートアイランドなど） 

6.その他 

無回答・無効回答 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

温暖化影響懸念分野 


